
（議案第１号） 

  平成２０年度事業報告について 

項  目 内   容 

１ 世界遺産登録への取

り組み状況 

（１）松本市は１８年１１月３０日、長野県と共同で、

国連教育科学文化機関（ユネスコ）に提出する世

界遺産登録の国内候補を載せた「暫定一覧表（リ

スト）」に、国宝松本城を推薦する提案書を、文化

庁に提出した。 

 

（２）その後、文化庁の審査で「継続審議案件」とな

り、１９年１２月再提案書と検討状況報告書を提

出し、「姫路城を中心とした日本の近世城郭群」で

研究を進めることを報告し、２０年３月、世界文

化遺産特別委員会ワーキンググループのヒアリン

グを受けた。 

 

（３）また、１、２月には松本市長と彦根市長・犬山

市長の間で今後「近世城郭群」で研究を進めるこ

との合意が得られ、３月に事務レベル会議を実施

した。 

 

（４）２０年９月には、文化庁文化審議会文化財分科

会世界遺産特別委員会から「カテゴリーⅠb」に

該当という審議結果を受けた。 

 

（５）彦根市・犬山市と国宝四城近世城郭群での研究

を進めるとともに、文化庁からの課題である「城

郭及び城下町等の世界的視野での普遍的価値」に

ついて研究を進めてきた。 

 

 

２ 松本城関係文化財の 

保護活動 

（１）武家住宅の保存整備 

   市重要文化財高橋家住宅の復元整備が完了し、

一般公開を開始した。県宝橋倉家住宅の保存を図

るため、傷みの激しい箇所の修理を実施。 

 



（２） 西総堀土塁（土井尻）の整備に向けた基本設計

を作成。２１年度には、土塁を表示した歴史公園

として供用開始（予定） 

 

（３） 孕み出しの見られた、内堀（埋橋南）石垣の復

元的改修を実施 

 

（４） 南・西外堀復元と内環状北線（先線）の一体的

整備に向けた地元説明会の開催及び意向調査の

実施 

 

（５） 市重要有形民俗文化財「松本城下町の舞台」の

修復事業に対する補助金の交付 

 

（６）城下町文化財の「登録文化財」への支援 

 

（７）「まるごと博物館」構想の推進 

 

３ 啓発・ＰＲ活動 （１）「松本城・城下町写真エッセーコンテスト」を実

施 

   世界遺産登録を目指す運動を盛り上げるため、

前年度に続いて３回目の実施。１５点の応募の中

から、最優秀賞１点、優秀賞２点、佳作２点を選

び、２１年１月２１日に表彰式を行った。コンテ

ストに合わせ、２０年９月９日から１１月２５日

までの間に計８回の「松本城・城下町写真エッセ

ー講座」を開催し、９人が受講した。 

 

（２）世界遺産への機運を盛り上げる講演会を実施 

   「リサの見た日本の歴史とユニークな文化」を

３月１７日に。タレントのリサ・スティッグマイ

ヤーさんが講演（観光ホスピタリティーカレッジ

運営委と共催） 

 

（３）ホームページの充実と更新 

   「国宝松本城クイズ」を５０回（週１回）にわ

たって掲載。 

 



ホームページのフロント面や各掲載資料をより

読みやすくレイアウト、更新した。 

   この結果、１日平均アクセス数は１，１９７件 

  .（最多は３，５７９＝１１月１１日） 

 

（４）松本城・旧開智学校写生会、展覧会への協賛 

   松本市教育委員会などの主催。写生会は２０年

１０月５日に実施。展覧会は２１年１月２２日～

２７日、応募全作品６７４点を「井上」で展示し

た。 

 

（５）松本城・旧開智学校絵画展開催 

（２１年３月１０日～４月９日） 

   同展覧会の特選～銅賞作品５４点を八十二銀行

松本営業部ギャラリー（大名町）で展示した。 

 

４ 世界遺産保護、文化 

  財保護活動との協力 

（１）ＩＣＯＭＯＳ（国際記念物遺跡会議）へ会員と

しての協力 

 

（２）日本ユネスコ協会連盟の運動への協力 

 

５ 世界遺産にかかわる 

調査、研究活動 

（１） 国宝四城近世城郭群研究会担当者会議を実施

し、調査研究及び情報交換 

・第１回研究会 ５月１２日～１３日（犬山市） 

・第２回研究会 ８月４日～５日（松本市） 

・第３回研究会 １０月１７日～１８日 

（彦根市） 

２１年度からＩＣＯＭＯＳ等に関わる専門家を 

招いて研究会を引き続き実施（予定） 

 

（２）ＩＣＯＭＯＳ、ＵＮＥＳＣＯ等関係団体の動向

調査、情報収集 

 

ア 第３２回世界遺産委員会は、２００８年７月

２日から７月１０日にカナダのケベック・シテ

ィで開かれ、文化遺産１９件、自然遺産８件（複

合資産なし）の新規登録を決めた。 

 



 

イ この結果、世界遺産登録件数は、文化遺産６

７９件、自然遺産１７４件、複合遺産２５件の

合計８７８件となった。 

 

ウ 世界遺産登録リストへの記載の可否等を審議

し、日本の「平泉―浄土思想を基調とする文化

的景観」（岩手県）は、登録延期となった。 

 

エ 近年、世界遺産の新規記載数を極力抑制し、

専門的な評価を厳格に行う傾向にあり、新規記

載は、厳しくなっている。 

 

（３）国内他地域の動向、情報収集 

ア 「国立西洋美術館・本館」（東京都） 

フランスをはじめ６か国で記載を目指す、

「ル・コルビジェの建築と都市計画」には、国

立西洋美術館・本館（東京都）が含まれ、第３

３回世界遺産委員会で登録の可否を審議する予

定ですが、国際記念物遺跡会議（ＩＣＯＭＯＳ）

は６月１２日に「登録延期」を勧告し、困難な

状況です。 

 

イ 「善光寺と門前町」で再提案 

提案書作成にあたり専門分野の有識者による

ワーキンググループを編成し、信仰資産では他

と類似するため、信仰を核とした寺院・宿坊群・

仲見世・門前を有する「生きている善光寺門前

町」というコンセプトに集約し、１９年１２月、

資産の名称を「善光寺と門前町」に変更して再

提案書と検討状況報告書を提出した。結果は、

カテゴリーⅠb に該当 

 

ウ 「妻籠宿・馬籠宿と中山道」 

１９年３月南木曽町と中津川市は、両市町に

またがる資産構成内容を検討し、歴史的人物や

文学作品等も視野に入れ、共同で再提案するこ

とに合意し、１９年１２月資産の名称を「妻籠 



 

宿・馬籠宿と中山道－『夜明け前』の世界－」

に変更し両県と共同で再提案書等を提出した。 

結果は、カテゴリーⅠb に該当 

 

 

エ 「岡谷の製糸遺産」の新規提案 

１９年９月、岡谷市は「日本製紙業近代化遺

産～日本の近代化をリードし、世界に羽ばたい

た 糸 都 岡 谷 の 製 糸 遺 産 ～ 」 を 新 規 に     

文化庁へ提案書を提出した。結果は、カテゴリ

ーⅡに該当 

 

オ 「南アルプス世界自然遺産登録推進協議会」 

２０年４月、伊那市において推進協議会設立

後初めての総会を開催し、世界自然遺産登録に

向けた第一歩としてジオパーク（地質遺産を含

む地質公園 ユネスコが推進活動を支援）への

取り組みを推進していくことを決定した。（長

野、山梨、静岡３県１０市町村で構成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


